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カーボンニュートラル社会にに向けたものづくりへの期待

2022.10.6

CNFが拓くカーボンニュートラルへの道
モノづくりフェア2022
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自己紹介

組織及び自分
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自己紹介
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• 2007年4月：社団法人産業環境管理協会入社

• 2015年4月：環境省出向

• 2017年4月：一般社団法人産業環境管理協会

• 2019年10月：一般社団サステナブル経営推進機構に転籍

• 2013年～現在：日本LCA学会年次会実行委員会 実行委員

• 2017年～現在：日本LCA学会企画委員会 副委員長【2021年4月より】

学会活動等

現役職等：
一般社団法人サステナブル経営推進機構

コンサルティング事業部 部長

経歴

横手市

出身

• 秋田県横手市出身

高校は隣町の湯沢高校
（菅前首相の母校）

鶴田 祥一郎

写真は首相官邸HPより引用
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概 要
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名 称 一般社団法人サステナブル経営推進機構
（Sustainable Management Promotion Organization）＜略称「SuMPO」（さんぽ）＞

設 立 2019年 6月26日（事業開始日：2019年10月1日）

所在地 本社：東京都千代田区鍛冶町2-2-1三井住友
銀行神田駅前ビル

Nagoyaオフィス：愛知県名古屋市中区金山1-
12-14金山総合ビル2F（（株）フルハシ
環境総合研究所内）

代表者 理事長 石田秀輝 （東北大学名誉教授）
専務理事 壁谷武久 （常勤）

目 的 社会的課題解決に繋がる新たなビジネスモデ
ルの企画、実行、評価、改善等の支援を通じ
て持続可能な事業経営の実現を目指す

事 業
内 容

地球環境問題等、社会課題解決に繋がる以下の事業
（１）企業発掘、市場化調査、環境配慮分析等
（２）ビジネスモデル、振興計画策定等
（３）経済（波及）効果、環境影響評価等
（４）普及・広報イベント、販促
（５）その他、目的を達成するために必要な事業

経営理念「心豊かな未来をＳｕＭＰＯの業で創ります」

役 職 氏名 機関名・役職 役 職 氏名 機関名・役職

理事長 石田 秀輝 東北大学名誉教授 専務理事 壁谷 武久 常勤

理 事 石塚 勝一 石塚化学産業㈱代表取締役 理 事 西尾 チヅル 筑波大学ビジネスサイエンス系教授

川瀬 泰人 リファインホールディングス㈱
代表取締役社長 平野 二十四 ㈱タイボー代表取締役社長

高橋 一彰 ㈱industria 代表取締役

監 事 服部 貢 （一社）産業環境管理協会総務部部門長

【役員構成】
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ロゴマーク
マーク部分は、様々な「人」をイメージした楕円形を色々な色と大きさで表現し、横並びになって手を携
え、前向きに散歩しているイメージを表現し、ゆっくりと楽しく歩んでいく様子を信頼感あるようシンプ
ルにシンボル化したもの。読みは「三方良し」の「さんぽ」でその精神で前に進みます。

基本理念及びビジョン

4

心豊かな未来をSuMPOの業で創ります

基本理念 SuMPO２０３０ビジョン

２０３０年を通過点として、「心豊かな未来社会づくり」
を目指す。２０２２年までに経営基盤の骨格を確立

共創 業の研鑽

持続可能な社会づくり
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SuMPO／カーボンニュートラルイニシアティブ
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アクションプラン
視点 対応方向 アクションプラン

（１）
信頼あるカーボン
（ライフサイクルCO2）

指標の提供

リソースを最大限生かしたカーボン指標の提供
サービス

カーボンリソースサポートセンター（仮称）の整備
－簡易なカーボン及び削減効果算定ツールの開発
－ＤＸ化によるカーボン情報流通促進
－製品・サービスについてのカーボンの標準値（炭素版カロリー）

の作成と公開
－製品別カーボンプライスのリスクとチャンスの見える化

ＤＸ化によるカーボン情報流通促進

製品・サービスに関するカーボン情報の一般化

カーボンプライシングへの対応

（２）
グローバル市場におけ
る日本の脱炭素技術・
サービス力のアピール

サプライチェーンなど幅広い事業者が均質なデー
タに容易にアクセスできるサービスを機能の整備

①「脱炭素プラットフォーム」の構築

海外規制情報等の収集・提供

欧州規制等への対応 ②相互認証の推進

（３）
供給者×需要者間での
コミュニケーション促
進

製品情報（コスト、品質、機能）の一つとして
カーボン指標を一般化

①「みんなで脱炭素」行動変容促進支援
ーライフスタイルチェンジを目的としたコミュニケーション事業
－消費者向け温室効果ガス排出量情報開示事業
－供給者情報開示事業社会の様々なステークホルダーの工夫による「脱

炭素」行動の促進

地域における脱炭素行動の促進 ②脱炭素地域まるごと行動計画策定支援

資源循環と脱炭素の一体的推進（サービス化、再
生材使用率の向上等）

③サーキュラー型ビジネスモデルの脱炭素支援事業

（４）
SuMPO自らの率先行動

カーボンニュートラルに向けた組織としての率先
行動

①「カーボンニュートラル宣言」＋会員による一斉行
動

組織体制の見直しとサービス機構の強化 ②ＬＣＡエキスパートセンター（仮称）の創設
③カーボンニュートラル事業部の新設

既存事業の活用・見直し ④環境ラベルプログラムの刷新
⑤エコプロ展・エコプロアワードの活用

中小・中堅企業向け支援サービスの強化 ⑥サステナブル経営支援プログラムの本格的展開
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SuMPO主要事業・サービス
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国・自治体等受託事業

政策検証・評価支援事業

LCA調査受託事業

LCA算定ガイドライン
策定支援

プロジェクトマネジメント
支援事業

受託実績一覧

https://sumpo.or.jp/result/trust_type1.html

展示会主催

エコリーフ CFP
（カーボンフットプリント）

Japan EPDプログラム

LCAコンサルティングサービス紹介

https://sumpo.or.jp/consulting/lca/

LCAコンサルティング

LCA包括支援
（製品・組織の算定ルール構築支援）

LCA算定体制の構築支援

製品のLCA算定支援

LCA関連技術相談

環境ラベルプログラム

SCOPE3算定支援

環境ラベル紹介

https://ecoleaf-label.jp/

ISO14025・ISO14067準拠の
環境ラベル

LCAエキスパート養成講座・
プログラム

経営者・経営幹部向けライフ
サイクル思考セミナー

クリティカルレビューによる
第三者検証

会員事業紹介

https://sumpo.or.jp/member/index.html

会員事業

情報交換会
（カーボンニュートラル戦略検討会）

神田塾（サステナブル経営塾）

国内外視察

正会員：47社

賛助会員：19団体
（2022年9月1日現在）

国際認証スキームのEPEAT
やLEED等と接続

日本唯一のタイプIII環境
ラベルプログラム

https://sumpo.or.jp/result/trust_type1.html
https://sumpo.or.jp/consulting/lca/
https://ecoleaf-label.jp/
https://sumpo.or.jp/member/index.html
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目次
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• カーボンニュートラル社会

• LCA（ライフサイクルアセスメント）とは

• カーボンニュートラルに向けた規制とLCA

• LCAの活用

本日の目次

9
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カーボンニュートラル社会
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カーボンニュートラルとは
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2020年10月26日 菅前首相が所信表明演説で宣言

「2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロに」

「2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会」

ニュートラル（中立）

温室効果ガス排出量を完全にゼロにすることは
現実的に困難

出所：資源エネルギー庁
https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/carbon_neutral_01.html

排出せざるを得なかった分は、同量を吸収または除去する

ことで、「差し引きゼロ」「正味ゼロ」を目指す

2030年までに、温室効果ガス排出量46%減（2013年度比）

https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/carbon_neutral_01.html
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COP26を経て
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毎日新聞HP
URL：https://mainichi.jp/maisho/articles/20211103/kei/00s/00s/005000c
URL：https://mainichi.jp/articles/20211103/k00/00m/030/219000c

国連気候変動枠組条約第26回締約国会議（COP26）が11月にイギリスで
開催。COPとは、気候変動について世界のリーダー達が議論する会議。

https://mainichi.jp/maisho/articles/20211103/kei/00s/00s/005000c
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サステナブルを巡る歴史的変遷
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経済

環
境

社
会

1989年まで

経済

社会 環境

1990年～2010年

環境

社会

経済

2010年～

1987年 持続可能な成長宣言

1992 地球環境サミット

1997年 京都議定書採択（COP３） 2015年 パリ協定（気候変動）
サーキュラーエコノミー
（欧州資源循環政策）

2019年ＥＵ／ＣＮ宣言

2000年 MDGs（途上国憲章） 2015年 SDGs

2011年 東日本大震災、福島原発事故

1972年 成長の限界
（ローマクラブ）

1985年 プラザ合意
（ドル高是正）

⇒ グローバル展開へ移行、経済格差の伸長
⇒ 1990年代半ば インターネット普及の世界的拡大
⇒ 先進国の経済成長低迷、工業新興国の台頭（ＢＲＩＣｓ）
⇒ 「社会・環境」長期的経営リスク対応の価値化（ＥＳＧ投資）

経済活動最優先 「経済」と「環境・社会」
のトレードオフ

「環境・社会」制約の範囲内
での「経済」活動

2020年～コロナ
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LCA（ライフサイクルアセスメント）とは

14



©2022 Copyright. All Rights Reserved. SuMPO

ライフサイクルアセスメント（LCA）とは
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電気自動車

ゼロ
エミッション
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ライフサイクルアセスメント（LCA）とは
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電気自動車

排出物

発電所資源

資源

資源

部品

部品

排出物

排出物

排出物
排出物 排出物

排出物

排出物

排出物

廃棄

リサイクル

排出物

排出物

製品の一生（ライフサイクル）を通じた評価が必要
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ライフサイクルアセスメントの国際規格
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ライフサイクルアセスメント
LCA（Life Cycle Assessment）

1. 目的と範囲の設定

2. インベントリ分析

3. インパクト評価

4.

結
果
の
解
釈

LCAを実施する目的と、その適用範囲を明確化する

LCAの対象となる製品やサービスに関して投入され
る資源・エネルギー（インプット）及び生産又は排
出される製品・排出物（アウトプット）のデータを
収集し、明細表を作成する

インベントリ分析で得られた環境負荷データの明細表を基に、
地球温暖化や資源消費など各カテゴリーへの環境に与える影響を
定量的に評価する

設
定
し
た
目
的
に
照
ら
し
、
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
分
析
や

イ
ン
パ
ク
ト
評
価
の
結
果
を
単
独
に
、
又
は
総
合
し
て

評
価
・
解
釈
す
る

ゆりかごから墓場まで（Cradle to Grave）の環境影響を定量評価

より環境負荷の少ない方向へ生産を移行

ISO14040及びISO14044に基づく定量化手法

LCAの実践手順概略（ISO14040）

資源採取

製造

使用

廃棄

資源

エネルギー

製品ライフサイクル

大気への放出

水域への放出

固体廃棄物

製品・共生品

アウトプットインプット

地球環境への影響

環境調和型製品の開発／省エネルギーへの応用
／生産プロセスの改善 etc.

LCAの活用
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LCAで可能な評価領域
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地球温暖化の文脈で取り上げられることが多いLCAだが、

LCAで評価可能な環境領域は多岐に渡り、国、地域の事情に応じて評価対象の軽重は異なる

地球温暖化 有害化学物質 都市域大気汚染

オゾン層破壊 生態毒性 酸性化

富栄養化 光化学オキシダント 土地利用

廃棄物 資源消費 水消費

LCAの評価対象領域
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LCA算定例
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アイロンのLCA

Step1

評価対象製品

実施目的

機能単位

：アイロン（製品重量1.2kg）

：アイロンに係るCO2排出量を概算し、
削減ポイントを把握し今後の製品開発に生かす

：1日10分間、5年間の衣類のアイロンがけ

※どこまでも突き詰めることができるLCAであるため、
どれだけ精緻な算定を実施するか、どこまでデータを

収集をするか等は、LCA実施の目的に大きく左右される

※製品の「製造」のみならず、使用・廃棄段階も含めて
LCAを実施するため、使用条件等も含めた単位（機能単位）
として設定する

Step2 ライフサイクルフロー図の作成

樹脂部品成型

アルミダイ
キャスティング

トラック輸送

船舶輸送

日本国内

中国

トラック輸送

組立 トラック輸送 使用 廃棄
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LCA算定例
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Step3 活動量のデータ収集

樹脂部品成型

アルミダイ
キャスティング

トラック輸送

船舶輸送

日本国内

中国

トラック輸送

組立 トラック輸送 使用 廃棄

段階 原材料・エネルギー 投入・使用量 GHG原単位 GHG排出量

樹脂部品成型 ABS樹脂 0.3 kg 3.7 kg-CO2e/kg 1.1 kg-CO2e

消費電力 0.2 kWh 0.46 kg-CO2e/kWh 0.1 kg-CO2e

アルミダイキャス
ティング

アルミ再生地金 0.7 kg 3.2 kg-CO2e/kg 2.2 kg-CO2e

LPG燃焼 12.0 MJ 0.072 kg-CO2e/MJ 0.9 kg-CO2e

輸送 樹脂部品輸送（トラック） 5.4 tkm 0.03 kg-CO2e/tkm 0.1 kg-CO2e

アルミ部品輸送（船舶） 21.1 tkm 0.01 kg-CO2e/tkm 0.2 kg-CO2e

アルミ部品輸送（トラック） 4.8 tkm 0.07 kg-CO2e/tkm 0.1 kg-CO2e

組立 消費電力 0.3 kWh 0.47 kg-CO2e/kWh 0.1 kg-CO2e

使用 水道 0.2 m3 0.001 kg-CO2e/m3 0.0 kg-CO2e

消費電力 300 kWh 0.41 kg-CO2e/kWh 123 kg-CO2e

廃棄 破砕処理 1.2 kg 0.009 kg-CO2e/kg 0.0 kg-CO2e

埋め立て処理 1.2 kg 0.039 kg-CO2e/kg 0.0 kg-CO2e

Step4 排出原単位のデータ収集

アイロンの
ライフサイクル
温室効果ガス排出量

活動量 排出原単位
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段階別影響度合いは製品ごとに多種多様
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出所：LCA日本フォーラムニュース 64（2014年2月）
株式会社東芝「LCA 日本フォーラム表彰 10 周年記念特別賞; 東芝グループの環境経営」

同じ電化製品でも、段階別の環境負荷は大きく異なる
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ライフサイクル全体での環境負荷の見える化に活用
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更なる削減努力環境負荷を知る 削減に取り組む

製品設計や目標設定の指標にもなるライフサイクル環境定量評価

廃棄・リサイクル

使用維持

物流

生産

原材料調達 原材料調達

使用維持

生産

物流

廃棄・リサイクル

原材料調達

使用維持

生産

物流

廃棄・リサイクル

例：生産工程（自社工場）の
効率化・省エネ化

例：製品の省エネ化

サプライチェーン全体で
目指す環境負荷削減

「どこをどうすれば環境負荷を
減らせるか」が明確に可視化できる

削減努力の結果を客観的に評価し、
対外的にも自社努力を示すことができる

サプライチェーン全体を巻き込んだ
ライフサイクルでの環境負荷低減
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カーボンニュートラルに向けた規制とLCA
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自動車の燃費規制にLCA活用の兆し
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出典：Xin Sun, 2019.6, CATARC, World Automotive Life Cycle Assessment Council (WALCA) workshop

• 2019年4月17日、欧州議会と理事会は、新しい乗用車・バンのCO2排出性能基準を
設定する規則を採択

• 乗用車は2021年基準で37.5%の削減が目標
• ライフサイクルでのCO2排出量の評価と報告のための共通の方法論開発を進める

Regulation (EU) 2019/631

• 中国自動車研究所は
2025年を目処に自動車
のLCAの世界共通方法
を開発し、政策活用する
よう中国政府に提言

「Fit for 55」が2021年7月に発表され、自動車等の規制が強化の方針
（HV含む内燃自動車は実質禁止？、国境炭素税の導入も実施？）

EU

中国
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参考：車種ごとの算定条件

25

ICEV HV EV PHEV FCV

車体重量 1,283 kg 1,310 kg 1,471 kg 1480 kg 1,850 kg

燃料種 ガソリン ガソリン 電力 ガソリン 水素

標準燃費・電費 18 km/L 25 km/L 7.9 km/kWh 30 kg/L 119 km/kg-H2

バッテリー種類 鉛 リチウムイオン リチウムイオン リチウムイオン ニッケル水素

耐用年数 10 年

走行距離 122,160 km

車種イメージ写真
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参考：自動車の評価（LCAの試算結果）

• EVの素材製造の6割は蓄電池製造のCO2排出量

• ライフサイクルを考慮して、素材の影響も多い。

26

引用：鶴田,第14回日本LCA学会年次研究発表会発表資料(2019.03)
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欧州バッテリー規制とLCA

27

2020年12月、欧州委員会が循環経済に向けたバッテリーに関する規制の
大規模改正となる規則案を発表

ライフサイクルアセスメント（LCA）を必須とする方向性

欧州バッテリー規制

欧州グリーン・ディールで2050年までの気候中立（温室効果ガスの排出実質ゼロ）
を掲げる欧州委員会の「循環型経済行動計画」における取り組みの第一弾

今回の改正案はあらゆる種類のバッテリーを対象とし、その製品設計から
生産プロセス、再利用、リサイクルに至るライフサイクル全体を規定

2024年7月1日から

製造者や製造工場の情報、バッテリーとそのライフサイクルの各段階でのCO2総排出量、
独立した第三者検証機関の証明書などを含むカーボン・フットプリントの申告

2026年1月1日から

ライフサイクル全体でのCO2排出量の大小の識別を容易にするための性能分類（performance 
class）の表示

2027年7月1日から

ライフサイクル全体でのカーボン・フットプリント上限値の導入

EVバッテリー 産業用充電池対象：

出所：JETRO
https://www.jetro.go.jp/biznews/2020/12/47bc18d866bce008.html

https://www.jetro.go.jp/biznews/2020/12/47bc18d866bce008.html
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欧州バッテリー規制とLCA

28

資源循環についても規制導入を検討

欧州バッテリー規制

2027年1月1日から

再利用原材料の使用量を開示

2030年1月1日から

各再利用原材料の使用割合の下限値を導入

EVバッテリー 産業用充電池対象： 自動車用充電池

コバルト、鉛、リチウム、ニッケルを含むもの

リサイクル実施を前提に、種類別のバッテリーの回収義務などの製造者責任も追加

2023年末までに回収率45％、2030年までに70%

モバイルバッテリー

既存の回収義務の強化策として、最終消費者がバッテリーを新たに購入しない場合でも
無償で回収

自動車バッテリー

今後、EU理事会（閣僚理事会）と欧州議会で審議される
出所：JETRO
https://www.jetro.go.jp/biznews/2020/12/47bc18d866bce008.html

https://www.jetro.go.jp/biznews/2020/12/47bc18d866bce008.html
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フランスの法案とLCA
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フランス気候変動対策・レジリエンス強化法案

2021年2月10日、フランス政府は「気候変動対策・レジリエンス強化法案」を閣議
決定

消費者が購入する一部の製品・サービスにカーボンフットプリントの表示を義務化
（5年以内に施行）することなどが法制度で施行予定

出所：JETRO https://www.jetro.go.jp/biznews/2021/02/82839671f7cceec2.html
出所：IEEI https://ieei.or.jp/2021/03/expl210303/

製品、食品、交通、住宅などあらゆる消費財が対象に

製品・サービス消費による二酸化炭素（CO2）排出量の表示制度「CO2スコア」を2024年までに導入

消費・食品

化石燃料の利用に関わる広告の掲載を禁止

スーパーの量り売り販売の面積を2030年以降、全体の20％以上とする

列車でも2時間半以内で移動が可能な短距離区間での航空路線の運航を禁止

交通

熱効率が悪い低断熱住宅の賃貸を2028年から禁止

住宅

意図的で深刻かつ長期的な環境破壊行為を「エコサイド」という犯罪として規定し、
最長10年の禁錮刑、最高450万ユーロの罰金を科す

罰則強化

https://www.jetro.go.jp/biznews/2021/02/82839671f7cceec2.html
https://ieei.or.jp/2021/03/expl210303/
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LCAの活用

30
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製品評価事例

NCV（ナノセルロースヴィークル）

31
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CO₂排出量削効果を検証

32
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自動車部品のCNF素材への転換による軽量化

【アイシン インテークマニホールド】

アルミ部材をCNF（セルロースナノファイバー：植物由来新素材）に置き換え、50％軽量化し
たケース。

部品製造に係る負荷は増加するが、走行時の燃費軽減効果により、ライフサイクルでのCO2は
従来より低くなる。

33
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2021年度のNCP事業の成果について

34
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気候変動対応は「リスクと機会」

35

risks and opportunities

Chance ＝「神様から与えられた好機」「運よく舞い込んだ機会」

Opportunities ＝「自らの手によって勝ち取った機会」「努力を重ねてつかんだ好機」

「機会」は自ら動かないと得られない！
対応ではなく、戦略的な環境経営で優位なポジションに！

最後に



心豊かな未来をSuMPOの業で創ります
さんぽ わざ

一般社団法人サステナブル経営推進機構

〒101-0044 東京都千代田区鍜冶町2-2-1

三井住友銀行神田駅前ビル

ホームページ https://sumpo.or.jp
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セルロース
ナノファイバー

木材繊維

パルプ化
木材繊維を取り出す

機械ですりつぶす、また

薬品でパルプ以外を溶かす

微細化

表面酸化処理、または

磨砕 （すりつぶす）

木材チップ

約20mm

（パルプ）

約30μm
約3～20nm

木材
繊維

（パルプ）

機械解繊（磨砕
CNF

表面酸化処理
CNF

20μm 20nm

100μm

20mm
植物

バイオマス
1本を

取り出すと

3nm

ナノ化

京都大学生存圏研究所
臼杵有光
usuki@rish.kyoto-u.ac.jp

ナノセルロースヴィークル（NCV）プロジェクト

2022年10月6日 ＠モノづくりフェア2022（福岡）

1

Gokasho, Uji, Kyoto 611-0011, Japan
TEL：+81-(0)774-38-4542
E-mail：usuki@rish.kyoto-u.ac.jp
URL：http：//www.rish.kyoto-u.ac.jp/

Kyoto University Research Institute for 
Sustainable Humanosphere



自動車を取り巻く課題

基本性能

走る・曲がる・止まる・つながる・守る・信頼性

＊安全性

＊快適性

＊高意匠

＊情報・通信

＊遊び心・

楽しみ

＊排ガス浄化

＊ＣＯ2低減

＊環境負荷物質

低減

＊リサイクル

＊低燃費

＊軽量化

＊振動・騒音

環 境 商品性

2
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その他

繊維

ゴム

塗料

合成樹脂

非鉄金属

特殊鋼

普通鋼

普通・小型乗用車における原材料構成比推移

プラスチックス 55(6), 114 (2004)
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ボデー・内装材料の変遷

安心して走れる
ﾎﾞﾃﾞ-

大衆化･国際化
をめざして

多様な人々に受け入れられ
しかも生産しやすいﾎﾞﾃﾞｰ

高度化・多様化への対応

乗員保護性能を向上しつつ低燃費・
低公害のための軽量化を

１９４０ １９６０ １９７０ １９８０ １９９０

耐久性･信頼性
の確保

安全性向上と軽量化の両立

ｽｰﾊﾟｰｵﾚﾌｨﾝﾊﾞﾝﾊﾟ

ＰＰバンパ
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PP内装
ﾄﾘﾑ

高機能ﾌｧﾌﾞﾘｯｸｼｰﾄ

ｳｰﾙﾓｹｯﾄｼｰﾄ

ｼﾙｸﾓｹｯﾄｼｰﾄ

ﾊﾟｳﾀﾞｰｽﾗｯｼｭｲﾝﾊﾟﾈ表皮

塩ビﾚｻﾞｰｼｰﾄ表皮

真空成形ｲﾝﾊﾟﾈ表皮

成形天井つり天井

成形ドアトリム

ﾅｲﾛﾝｼｰﾄ表皮 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙｼｰﾄ表皮

樹脂製ﾗｼﾞｴﾀｰｸﾞﾘﾙ

表皮一体成形
ﾄﾞｱﾄﾘﾑ

FRP製ルーフパネル

ｳﾚﾀﾝｼｰﾄﾊﾟｯﾄﾞ

一体発泡成形ｲﾝﾊﾟﾈ

ﾌﾛﾝﾚｽｳﾚﾀﾝｼｰﾄﾊﾟｯﾄﾞ

多様なﾎﾞﾃﾞｰバリエーションに対応で
きる高性能ﾎﾞﾃﾞｰ

技
術
目
標

ボ

デ

ー

内

装

ﾄﾖﾀﾞAA型
1936年

ﾄﾖﾍﾟｯﾄｸﾗｳﾝRS型
1955年

カローラ KE10
1966年

プリウス
1997年

bZ4X
2022年

ミライ
2014年

2000 2010 2020

CFRPﾊﾞｯｸﾄﾞｱ骨格
(ﾌﾟﾘｳｽPHV）

LS400
1989年

樹脂ガラス



1980年代 ポリマー系ナノコンポジット
の開発・実用化

ナノの
重要性
認識

過去の自身の研究振り返り（専門は高分子材料）
5

PA6： J. Mater. Res., 8, 1179 (1993).
PP : Macromolecules, 30, 6333 (1997).

1990年代 2軸押出し機によるゴムリ
サイクル技術の開発・実用化

特許3272623 「再生脱硫ゴム，その製造方法及び
再生ゴム成形品の製造方法」

2軸押出機の
必要性
認識

2000年代 バイオポリマーの自動車分
野への実用化

Polymer preprint, Japan, 44,  3114 (1995).

ポリ乳酸
＋
ケナフ繊維

【サラミ構造】

1mm

4, 2158 (2016).

2003年

2018年

バイオの
将来性
認識



従来の高分子複合材料
（ μｍ、mmでの複合 ）

新しい概念の高分子複合材料
（ nmでの複合 ）

ミネラル補強高分子 クレイナノコンポジット

ケナフ複合材料 CNF補強高分子複合材料

高分子アロイ 高分子ナノアロイ
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セル
ロース
分子

細胞
壁

ﾓﾉﾏｰ ﾎﾟﾘﾏｰ
ｴﾁﾚﾝ
ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ
etc.

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ
ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ
ﾅｲﾛﾝ6 etc.

原油採掘

森林伐採

ﾎﾟﾘﾏｰ
CNF
複合材料

ﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ

ﾎﾞﾄﾑｱｯﾌﾟ

セルロースナノ
ファイバー

伸びきり鎖微結晶ポリマー
幅：10-20nm, 長さ1μm以上
軽量：1.5g/cm3

高弾性：140GPa、 高強度：3GPa

Viscose fabric – the textile made from cellulose
September 5, 2019 by Liné Cowley
https://ecoworldonline.com/viscose-fabric-the-textile-made-from-cellulose/から一部引用

http://www3.scej.org/education/crude.htmから一部引用l 7

https://ecoworldonline.com/viscose-fabric-the-textile-made-from-cellulose/
http://www3.scej.org/education/crude.htm


水冷

ペレット化

変性（疎水化）
CNF/樹脂MB

樹脂
（ナイロン、ポリプロピレンなど）

二軸押出し機
で混練or希釈

CNF強化樹脂製造法の一例 (NEDO開発「京都プロセス」）

8バイオ 2軸押出し ナノ
8



京都プロセス

CNF強化樹脂材料一貫製造プロセス

成形加工

疎水化

9



2016/12/5
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NCVプロジェクト概要

平成28年度～平成31年度（令和元年度）
コンソーシアム設立：平成２８年10月26日

二酸化炭素削減を目的とし、セルロースナノファイバー（CNF）を
複合化した樹脂材料について材料～自動車など最終製品までの一連の
流れを俯瞰した評価を実施。

内容

期間 (NCV：Nano Cellulose Vehicle)

＊H29年度から参画 ＊＊H30年度から参画

京都大学、ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ経営推進機構、京都市産業技術研究所、金沢工業大学
名古屋工業大学、秋田県立大学、昭和丸筒／昭和プロダクツ
利昌工業、イノアックコーポレーション、キョーラク
三和化工、ダイキョーニシカワ、マクセル、デンソー、トヨタ紡織
トヨタカスタマイジンズ＆ディベロップメント、アイシン精機*、東京大学
産業技術総合研究所、宇部興産**、トヨタ自動車東日本**

参画機関（2２機関）
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CNF 樹脂 成形方法 部品・部材

未変性CNF
（水分散）

変性CNF
（ASA,Ac等）

CNFｼｰﾄ

PE

PP

PA6

EPDM

PC

Epoxy

真空ﾌﾟﾚｽ

射出
（発泡）

ブロー

３Dﾌﾟﾘﾝﾄ

プレス
（発泡）

射出ﾌﾟﾚｽ

RTM
（樹脂注入）

ﾛｰﾙ巻付け

ｴﾝｼﾞﾝﾌｰﾄﾞ（ﾎﾞﾝﾈｯﾄ）

ﾄﾞｱﾄﾘﾑ

ﾄﾞｱｱｳﾀｰ
（外板）

ﾋﾟﾗｰ、ﾊﾟｹﾄﾚｶﾊﾞｰ

ｲﾝﾃｰｸﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ

ﾌﾛﾝﾄｱﾝﾀﾞｰｶﾊﾞｰ

ﾊﾞﾝﾊﾟｰﾌｨﾝ、ﾎｲｰﾙﾌｨﾝ

ﾍｯﾄﾞﾚｽﾄ、座席ｼｰﾄ

樹脂ｶﾞﾗｽ

86ｴﾝｼﾞﾝﾌｰﾄﾞ

ﾄﾞｱﾋﾞｰﾑ、ｻｲﾄﾞﾚｰﾙ

ｽﾎﾟｲﾗｰ

ﾊﾞｯｸﾄﾞｱ

86ﾄﾗﾝｸﾘｯﾄﾞ

86ﾄﾗﾝｸﾘｯﾄﾞ

ｱﾝﾀﾞｰﾌﾛｱ：30年度まで

：31年度試作

ｴｱｺﾝｹｰｽ

ASA-CNF

Ac-CNF
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ｽﾎﾟｲﾗｰ

ﾊﾞｯｸﾄﾞｱ
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CNF 樹脂 成形方法 部品・部材
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ｲﾝﾃｰｸﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ
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ｱﾝﾀﾞｰﾌﾛｱ：30年度まで

：31年度試作

ｴｱｺﾝｹｰｽ
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NCVでドアアウターを成形した際の金型から部品を取り出すところ（材料はPP-CNF10)
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一次試作車の概要

①ボンネットフード
（水平外板）

②トランクリッド
（垂直外板）

【CNF置換部品】（トヨタ８６ 外板２部品）

・エンジンフード（CNF＋エポキシ樹脂）
（製作：金沢工業大学）

・トランクリッド アッパー（CNF100%）
（製作：利昌工業（株））

・トランクリッド ロアー（ﾅｲﾛﾝ6（PA6）-CNF5%）
（製作：ダイキョーニシカワ（株））

・組付け
ﾄﾖﾀｶｽﾀﾏｲｼﾞﾝｸﾞ&ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ
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グループ内会議での議論風景
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T/P (Test Piece)

T/P (Trial Production)

ドア外板

ｴﾝｼﾞﾝﾌｰﾄﾞ

バックドアガラス

塗装
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最終試作車（コンセプトカー、ドア開放時）外観写真

25画像提供：環境省
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最終試作車
（コンセプトカー）
後姿写真

画像提供：環境省
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エンジン搭載
走行可能



木からつくったミライのクルマ
植物由来の次世代素材CNF活用で、軽量化にチャレンジ！

❹

❺

⓭

❸
❶

❻

❼
❾

❿

⓬ ❽

❷

⓫

ﾄﾞｱｱｳﾀｰﾊﾟﾈﾙ
(PP-CNF 10)
ﾄﾖﾀ紡織

ﾄﾞｱﾄﾘﾑ
(PP-CNF 10)
ﾄﾖﾀ紡織

ルーフパネル
(PC-CNF 15)
ﾄﾖﾀ自動車東日本

ﾊﾞｯｸﾄﾞｱｶﾞﾗｽ
(PC-CNF 15)
ﾄﾖﾀ自動車東日本

ﾎﾞﾝﾈﾝﾄ
(CNF 100)
利昌工業

ﾘｱｽﾎﾟｲﾗｰ
(PP-CNF 10)
ｷｮｰﾗｸ

ｱﾝﾀﾞｰｶﾊﾞｰ
(PP-CNF 10)
ｷｮｰﾗｸ

ﾊﾟｹﾄﾚﾌﾛﾝﾄｶﾊﾞｰ
(PP-CNF 10)
ｲﾉｱｯｸ

ﾊﾞﾝﾊﾟｰｻｲﾄﾞ
(PA6-CNF 10)
京都大学

ﾎｲｰﾙﾌｨﾝ
(PA6-CNF 10)
京都大学

ﾙｰﾌｻｲﾄﾞﾚｰﾙ
(Al/CNF 紙)
昭和丸筒

ﾌﾛｱ部材
(Epoxy-CNF)
金工大、TCD

ﾊﾞｯﾃﾘｰｷｬﾘｱ
(PP-CNF 20)
ﾄﾖﾀ車体
参考出展

東京ﾓｰﾀｰｼｮｰに
出展したｺﾝｾﾌﾟﾄｶｰ
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＜NCV プロジェクト＞CNF 活用による自動車の燃費改善効果試算
結果およびコンセプトカーの試験走行についてのご報告

令和２年８月 31 日（月）

http://www.env.go.jp/earth/ondanka/cnf.html
（環境省HPより）
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NCVプロジェクトにて分かったこと （ユーザー目線で）

１．自動車用樹脂複合材料としての高いポテンシャル
・15％添加品までは通常の射出成形機、金型で成形可能
→ドアトリム、ドア外板、インマニ、インパネ、ブロー成形品など
２．数％添加複合材料から100％品さらにRTMまで大物成形可能
→ボンネットは１００％品 or RTM品で試作
３．透明な成形体が可能
→サンルーフ、バックドアガラスで実証
４．３Dプリンティングが可能
→バンパーフィン、タイヤホイールフィンで実証
５．マテリアルリサイクルが可能
→射出成形、ブロー成形で有効
６．微細な発泡体が成形可能
→エアコンケース、ﾄﾗﾝｸﾘｯﾄﾞﾛｱｰで実証
７．樹脂メッキが可能
→意匠部品で有効
８．エポキシ系、アクリル系の汎用接着剤が使用可能
→ボンネット、ドアビームで実証
９．CO2排出削減に貢献
→自動車の軽量化、燃費改善が可能（仮想CNF活用車で評価）
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CNFの課題、限界、将来

１．耐熱性は250℃までか。それ以上の加工温度が必要な
PA66、PPS、PI、PEEKなどには現状使用不可
２．コスト：現状では汎用フィラーの１０倍以上。相当な低
コスト化が必須
３．高剛性、低線膨張を活かした製品設計が必要。従来
材料の単なる置換では不十分
４．植物由来フィラーであるための品質安定性と化成品
としての安定供給性確保
５．製紙メーカーと樹脂メーカーの連携。従来の垂直
連携、水平連携とは異なる異分野斜め連携

→ 社会実装に向けてスタート (2020年からNCM、NCPへ）
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Prj.名 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

NCV

ﾊﾞｲｵPE

NCM

NCP

ERCA
(ﾊﾞｲｵﾌﾟﾗ)

その他 NEDO:非可食性植物由来化学品製造ﾌﾟﾛｾｽ技術開発

環境省Prj.

環境省プロジェクトの流れ（京大関与分）
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１．NCV（Nano Cellulose Vehicle）
実施期間：2016年10月～2020年3月
参画機関：22機関
東京ﾓｰﾀｰショーで試作車の展示・LCCO2の評価

２．バイオポリエチレン(PE)ｰCNFのクルマでの社会実装
実施期間：2019年5月～2021年3月
参画機関：ﾃﾞﾝｿｰ、ﾄﾖﾀ紡織、豊田通商、京大、東大、産技研の6機関
ﾊﾞｲｵPE-CNF複合材料を自動車用途に展開

３．NCM（ Nano Cellulose Matching）
実施期間：2020年5月～2021年3月
参画機関：京大、産技研、SuMPOの3機関
CNF複合材料を京大で試作、調達して実用化を考えている会社に提供、評価
クルマだけではなく事務用品、家庭用品など裾野を拡大。LCCO2の評価。
支援先企業：21社

４．NCP（ Nano Cellulose Promotion）
実施期間：2021年6月～2023年3月
参画機関：京大、産技研、SuMPOの3機関
CNF複合材料の実用化を考えている会社をサポート。
５．ERCA（ Environmental Restoration and Conservation Agency(環境再生保全機構））

の環境研究総合推進費
実施期間：2021年4月～2024年3月
参画機関：京大、産技研、SuMPOの3機関
バイオプラスチック（バイオPE、PLA、PBS、PHBH）をCNFで補強して社会実装を促進

環境省の各プロジェクトの内容
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樹脂材料選定手順

製品製品性能試験

製品要求性能

材料選定

経済的ﾎﾟｲﾝﾄ

物性的ﾎﾟｲﾝﾄ

安全的ﾎﾟｲﾝﾄ

環境的ﾎﾟｲﾝﾄ

初期特性

使用環境

認証性

外観

材料コスト

比重

色相、外観

機械的性質

熱的性質

化学的性質

耐久性

成形性

外傷的安全

火災的安全

電気的安全

生産工程における廃棄物

消費者から出る廃棄物

リサイクル性

生産工程のＬＣＡ

引張、曲げ、圧縮
ねじり、せん断

温度、水、薬品、光

国の標準規格
（FMVSSなど）

成形歪、傷付き性
光線透過率、光沢

設計品質
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モノづくりフェア2022セミナー

地域資源を活用したセルロースナノファイバー

（CNF）製品展開の可能性

（地独）京都市産業技術研究所
研究フェロー 北川 和男

E-mail:kazuok@tc-kyoto.or.jp
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■セルロースナノファイバー（ＣＮＦ）の特徴

全ての植物細胞の基本骨格物質

 1兆トンの蓄積（埋蔵石油資源の6倍）・持続型資源
高性能グリーンナノファイバー
• 伸びきり鎖微結晶ポリマー

• 幅：3-200nm, 長さ1μm以上
• 軽量：1.5g/cm3

• 高弾性：140GPa、 高強度：3GPa
（鋼鉄の５-８倍の強度）

• 低線熱膨張：0.1ppm/k (長さ方向)
• 弾性率不変：-200℃～+200℃
• 高熱伝導性：ガラス相当（長さ方向）

• かなり高保水性⇔乾燥高収縮性

■POINT ⇒結構面白い!! 2



＜内 容＞

■地域特有のＣＮＦ素材を製造供給する

■多種多様な供給CNFを用いて独自の
応用製品を開発実用化する

3



※記載以外にも多数の企業・大学・研究機関あり

商業プラント
【
凡
例
】

実証・パイロットプラント

新東海製紙
（静岡県）

ダイセルミライズ
（大阪府）大阪ガス

（大阪府）

王子HD
富岡工場（徳島県）
（40トン／年）

日本製紙
富士工場（静岡県）

（CNF強化樹脂50トン／年）

大王製紙
三島工場（愛媛県）
（100トン／年）

旭化成
（宮崎県）

日本製紙
岩国工場（山口県）
（30トン／年）

中越パルプ工業
川内工場（鹿児島県）
（100トン／年）

日本製紙
江津工場（島根県）
（30トン／年）

中越パルプ工業
高岡工場
（富山県）

第一工業製薬
大潟事業所
（新潟県）

北越コーポレーション
長岡工場
（新潟県）

草野作工
（北海道）

（200トン／年）

スギノマシン
（富山県）

（スラリー300トン／年）

日本製紙
石巻工場（宮城県）
（500トン／年）

星光PMC
竜ヶ崎工場（茨城県）
（250トン／年）

増幸産業
（埼玉県）

大村塗料
（鳥取県）

マリンナノファイバー
（鳥取県）

カミ商事・愛媛製紙
（愛媛県）

（20トン／年）

服部商店
淀工場

（京都府） スターライト工業
（滋賀県）

GSアライアンス
（兵庫県）

フイラーバンク
（宮城県）

大昭和紙工産業
（静岡県）

モリマシナリー
（岡山県）

丸住製紙
川之江工場（愛媛県）
（50トン／年）※建設中

 製紙関連企業を中心として、多くの研究・生産拠点が全国に存在。

 全国での総生産能力は1,200トン／年。（矢野経済推計）

■国内の主なCNF生産拠点

(出展:2022.9 経済産業省革新素材室)      



2022/8/10
第14版発行（28社）

■検索ワード
“セルロースナノファイバー サンプル一覧”

■http://
tc-kyoto.or.jp/2022/08/CNF_Sample_14th.pdf



柑橘ナノフアイバー

※2021/3/1 日経MJ
愛媛製紙
15-20 ﾄﾝ/年 生産体制
化粧品分野へ展開

2018/4/3 朝日

----------

----------- -----------
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培養法（リボン状 10nm×50nm）

8

ﾊﾞｸﾃﾘｱｾﾙﾛｰｽ（発酵ｾﾙﾛｰｽ）■



セルロース
ミクロフィブリル

20-50nm

10nm

ミクロフィブリル束

4nm

伸びきり鎖微結晶

セルロース鎖

酢酸菌

ナノネットワーク

バクテリアセルロース

強度→鋼鉄の5倍以上
線熱膨張→石英ガラス相当, ガラスの1/50

■培養法（北大田島先生、北海道草野作工） ex. 冷凍食品ドリップ防止他
“発酵セルロース”⇒2022年4月生産能力大幅UP （3t/年⇒200t/年）
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2020/6/6
神奈川県小田原市

※発酵セルロースの採用例

10



（繊維巾数十nm～数百nm）

11

ｷﾁﾝﾅﾉﾌｱｲﾊﾞｰ■



※鳥取大学伊福先生⇒（株）マリンナノファィバー
⇒2022.3.18 VBL巣立ち 12

■キチンナノファイバー



図 セルロース，キチン，キトサンの化学構造

※鳥取大学伊福先生⇒2016年4月（株）マリンナノファィバー
⇒2020年5月 （株）日本触媒と化粧品素材で業務提携
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竹セルロースナノファイバーの用途開拓・実用化に向けた取組

【お問い合わせ先】 薩摩川内市竹バイオマス産業都市協議会事務局
薩摩川内市役所 経済シティセールス部 産業戦略課内
〒895-8650 鹿児島県薩摩川内市神田町3番22号
TEL: 0996-23-5111(代表) / FAX: 0996-20-5570 
Email: info@take-bio.com

竹セルロースナノファイバーの特性を生かした
用途開拓・実用化

竹CNFの活用実践講座の実施

九州大学大学院 近藤 哲男教授に
よる竹ACC-CNFに関する講座

竹ACC-CNFを活用した実践的な実験

 炭素繊維やガラス繊維等と同等の引張強度や引張弾性率を有する高性能繊維材
料であり、また、大きな比表面積を活かすことで補強効果以外にも吸着性、増粘性
、難燃性、ガスバリア性、寸法安定性、チクソ性等の新しい性能を付加

 植物由来の持続型資源であることから、竹CNFの活用は、最近の世界的なプラス

チック問題の解決やSDGsへの貢献にも寄与が期待

竹セルロース
ナノファイバーの

特性

①CNF樹
脂
サッシ

③CNF遮
断熱
コーティン
グ材
②CNF遮
熱
合わせガ
ラス

協定締結者（左から）

 田島技術（薩摩川内
市）

 日建ハウジングシステ
ム

（東京都） ※事業代表者

 薩摩川内市
 LIXIL（東京都）
 フィグラ（東京都）

市営住宅へのCNF活用建材の実装に向けた取組
（CNF活用製品の性能評価事業委託/環境省）

15

2018年度は
鹿児島県で
2回開催

【基礎編】
1. 「スーパーまな板」
製作

2. エマルション製造
3. PP粒子のナノコン
ポジット化

環境省「セルロースナノファイバー活用製品の性能評価事業委託業務」への採択を受けて、鹿児島県薩摩
川内市と事業代表者の日建ハウジングシステム、共同実施者のLIXIL、フィグラ、田島技術との間で、「竹セ
ルロースナノファイバー」の住宅・建材分野の取り組みの円滑な実施による地域社会への発展に寄与すること
を目的とする協定を締結し、竹CNFの住宅・建材分野における用途拡大や高度利用の促進等による地域振
興及び雇用創出等を目指しています。環境省において、竹CNF等のCNF活用材料を用いて製作する①樹
脂サッシ、②遮熱合わせガラス、③遮断熱コーティング材等を開発・試作し、既築の市営住宅に導入、CO2
削減効果や室内温熱環境効果の測定・検証を行った。

2019年度は
熊本・福岡で
各１回開催

【応用編】
4. 複合材料製作（

PP＋CNF）
5. メルトフローレート

(MFR)測定
6. 物性試験
7. 示差走査熱量測
定(DSC), X線回
折(XRD),走査
型電子顕微鏡
(SEM)による測定
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■多種多様なＣＮＦ材をもとに

多様な用途展開が始まっている
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実用化時期

市
場
規
模

紙力増強剤

抗菌・脱臭シート

塗料・インク

化粧品 食品

医用材料

塗膜

輸送機器

内装用

エンジン回り

外板用

窓

ゴム部材

筐体
室外ファン

音響

タイヤ

2015 20302020 2025

電池・キャパシター

機能性添加剤 !!

透明基板

CNF材料の実用化時期と市場規模

フィルター

建築材料

セメント・
コンクリート

断熱材

樹脂窓枠

家電品

電子デバイス

構造用

親水性CNF

疎水性CNF
ランニング
シューズ
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ＣＮＦ新商品の特徴
・軽量で寸法安定性がよい
・ベース原料（ポリプロピレン）の
３倍の剛性
・独特の質感、温かな手触り感
・エコ材料，CO₂削減

■ＣＮＦを用いた家庭用品分野の
新規プラスチック製品の開発・製品化

■平成27年度補正中小企業庁ものづくり・商業・サービス新展開支援補助金採択
■令和2年11月 東京「エコプロ 2020」出展 ■令和2年12月東京「nano tech 2021」出展
■令和2年2月 ドイツ・フランクフルト「アンビエンテ」展に出展
■平成30年度経済産業省戦略的基盤技術高度化支援事業(サポイン事業：令和3年3月終了)

世界初！ＣＮＦ複合化商品開発に成功

＜支援内容＞
・ CNF原料メーカーとのマッチング

・ 樹脂ナノ複合化への技術指導

・ 連携体組成支援
・ 補助金獲得に向けた申請支援

・ 展示会，セミナーの機会提供

＜連携体＞
・ ＣＮＦ原料メーカー
・ 研究開発支援：（地独）京都市産業技術研究所
・ 業界普及：（一社）西日本プラスチック製品工業協会
・ 物性評価支援：奈良県地域産業振興センター
・ 商品企画・製造メーカー：（株）吉川国工業所

同社コンセプト品
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2018/10/04

タケ・サイト㈱
（静岡市）
日本経済新聞
電子版

※1m3（1,000kg ）⇒ 20kg

-------------------------
------------------

----------------------------------
-----------------------------------------------------------
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2018/10/31
中日新聞 -----------------

-----------------

------------------

----------
-----------------

--------------------
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2019/6/26
高知新聞

-----------
-----------

-----------

-----------
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■ＣＮＦを用いた新たな作風の京焼・清水焼の商品化

＜支援内容＞
・ CNF原料メーカーとのマッチング

・ セラミック成形技術の応用展開

・ 連携体組成支援
・ 補助金獲得に向けた申請支援

・ 展示会，セミナーにおける事例紹介

＜連携体＞
・ ＣＮＦ原料メーカー：第一工業製薬（株）
・ 研究開発支援：（地独）京都市産業技術研究所
・ 製品企画・製造メーカー：（株）陶葊

■平成30年度京都府京都エコノミック・ガーデニング支援強化事業採択
■2019.2 東京「テーブルウェア フェスティバル」展出展
■2019.3 クラウドファンディング「Makuake」で「ゆうはり」をアップ
■2019年 7月販売開始 ⇒昨今のコロナ状況下でもネット販売・ふるさと納税返礼品として好調

■CNF活用により生産性向上: 鋳込成形における
脱型時の歩留 約50％から100％に向上！

■独自のマットな艶消し感

（地独）京都市産業技術研究所と第一工業製薬(株)が共同開発した
「セラミック成形技術バインダー」の応用展開により，
ＣＮＦを用いた新たな作風の京焼・清水焼の商品化に成功 !!
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左：従来の清水焼 右：試作新規清水焼

※マットな艶消し感 ※透光性

■2018/8/28 ＣＮＦを活用した新たな作風の京焼・清水焼
⇒鋳込み成型時の脱型時の歩留まりが約50％から100％に向上
⇒独特のマットなテクスチャー
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●CNFの乾燥高収縮性

長石の鋳込成形

（磁器）長石（陶器）粘土
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化学工業日報
2020年11月17日

-----------
-----------

-----------
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化学工業日報
2022.8.23

------------

-----------
------

--------------
--------------

--------------
--------------
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＜ＣＮＦ応用展開の例えば、３つの方向性＞

●増粘性、チクソトロピー性を活かした応用展開。
⇒水性ゲルインクボールペン、化粧品、熱可塑性樹脂複合材料等

●ＣＮＦの伸切鎖結晶構造に起因する高弾性率・高強度の特長を
を活かしたものづくり。
⇒樹脂複合材料、100％ＣＮＦ成形体等

●１グルコースユニットに３個存在する －ＯＨに着目して化学修飾
技術により新たな機能を発現する。
⇒高脱臭性大人用紙おむつ、京都プロセスにおける疎水化パルプ
変性等。
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■2020年4月 ナノセルロースジャパン（NCJ）設立
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■地域におけるCNF推進の動き

関西CNFプラットフォーム
（近畿地域）

愛の国CNF関連
産業振興プロジェクト

（愛媛県）

竹バイオマス産業
都市協議会
（薩摩川内市）

四国CNF
プラットフォーム
（四国地域）

高知CNF研究会
（高知県） ふじのくにCNFフォーラム

（静岡県）

富士市CNFプラットフォーム
（富士市）

晴れの国CNF連絡会
（岡山県）

みやぎCNFプロジェクト
（宮城県）

(出展:2022.9 経済産業省革新素材室)
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